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散播5彙指向苗を主体とした機械移植水稲の耐冷安定化技術

第6報　　本田施肥法について
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1　ま　え　が　さ

冷害克服技術の一つとして，現有の育苗施設，資材，移

植機をそのまま使い得る形で，低温抵抗性を貝備した薫齢

増加苗（以下5藁宙と略す）の育苗を検討してきたが，本

報では得られた5薫苗の本田における生育特性．施肥法に

ついて報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験年次　昭和56～57年

（2）品種　ハヤニシキ

（3）試験区の構成　苗の悸類（中苗，5葉苗），戯植密

度（疎値，密植），窒素施肥法．土壌肥沃度（Ⅰ～Ⅳ）の

組合せで構成した。

（4）土壌の肥沃度

表1　土壌肥沃度と有機物，土壌改良資材施用量

堆　　　 肥 l 熔　　　 燐
（旬／a ） （毎 ／a ）

昭 耐 旧 昭 昭 昭
53 5 4 5 5 53 5 4 5 5

土　壌

肥沃厚

肥沃度Ⅰ
〝　Ⅱ

〝・　皿

〝　Ⅳ

珪カル
（辱／a）

昭
54

0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 1 0 0 2 0 0 5 5 1 0 5

1 ，0 0 0 2 0 0 4 0 0 1 0 1 0 2 0 1 0

2 ．0 0 0 5 0 0 8 0 0 2 0 2 0 3 0 2 0

注．昭和56，57年は肥沃度1～Ⅳいずれも堆肥．熔燐，
珪カル無施用。

（5）桝種概要

1）播種硯　箱当り乾籾で中西120才，5薬缶70才播種

2）移植期　中苗，5菓苗とも移値鞘は同じ（5月22日）

4本／株，手植え

3）雑草防除　病害虫防除は防除基準に準じた。

3　試　験　結　果

（1）5柴苗の生育の特徴

移値虐後の生育は5柴宙が中苗に比較し，草丈・乾物重

の増加でやや優った。また，移植直後の発根数も5薫苗が

多く，新根の形態（色・太さ・長さ）も中苗に優ることが

観察された。図1に示すように．分げっ期間が著しい低温

に経過した56年には．5肇苗では4，5．6号分げっが100

％発生したのに対し，中苗では分げっ発生の中心となるべ

き3，4．5号分げっの発生が50％程度しかなかった。つま

り，5棄苗と巾苗の低温下の分げっ発生力に明らかな差が

認められた。一方，分げっ期間の天候が良好であった57年

には．5菓苗と中宙で分げっ発生節位は異なるものの．発

生本数では大差なかった。このことは茎数の推移にも現わ

れ．57年は中苗，5葉苗の適いにより，茎数に差が認めら

れなかったが，56年は5葉苗の方が中苗に比較し，多く推

移した。

また，出穂期は各年次とも5彙苗が巾宙よりも1～4日

早く，両者の差は低肥沃度条件下ほど大きかった。収r話は

同肥沃度問で比較する限り，56，57年とも5葉苗が中苗

に優った（衷2）。
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図1　分げっの節位別発生
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秦2　生育．収量

年 肥 苗 出 棟

（晶 ，

精 米 王 所一掬 登 歩

沃

度

の
玄 重

せ
熱 合

次
種 期 重 り歎
類 （月・日 （吻／8 ） （ダ） （千粒） （％）

56

年

Ⅰ
中　 苗 8．10 275 39．1 23．0 20．7 84
5 秦 苗 ‘ 3 12 一 ，1 1 ● ：l

Ⅱ
中　 苗 8．10 306 45．7 23．0 24．2 80
5 葉 苗 7 330 48．ユ 23．1 24．8 82

Ⅲ
中　 西 8．11 351 52，6 22．4 30．6 70
5 葉 苗 9 354 53．4 23．2 29．6 77

ⅠⅤ
甲　 西 8．11 394 56．1 22．1 37．2 63
5 菜 苗 11 401 58．5 22．2 3 7．4 62

57

年

Ⅰ
中　 西 8．10 375 46．6 21．7 23．2 94
5 葉 苗 丘 366 5 1．9 21．6 26．9 92

Ⅱ
中　 西 8．10 378 50．6 21．6 26．5 93
5 彙 苗 6 387 58．3 21．6 3 1．8 90

皿
中　 苗 8．11 428 5‘．7 21．7 30．8 90
5 彙 苗 A 4 19 60．1 21．7 31．4 88

Ⅳ
中　 苗 8 ．12 446 63．8 21．4 37．5 79
5 葉 苗 11 444 63．5 21．7 37．2 糾

注．施肥量：N O．1＋0．2（－60日）＋0．2（－25日），
P2053．0，且201．5＋0．2（－25日）

（2）土壌基盤改善と養分吸収

表2に示すように，土壌肥沃度間での収量差が大きく．

肥沃度Ⅳでは56年で58．5句／8．57年で63．5毎／8の多収

を得た。高肥沃度条件ほどが当り枚数が多く，豊熟歩合の

低下を補っていた。これは．土壌肥沃度が高いほど分げっ

の発生数が多く，有効化率も高く，茎数．植数が多かった

ためである。

高肥沃度条件ほど生育期間中の土壌中NH一一N含量が多

く，稲体窒素濁度が高く推移した。また，高肥沃度条件で

は乾物生産が旺盛で，稲体窒素吸収量も吸収経過には年次

による差はあるものの，成熟期の吸収量は肥沃度水準Ⅰ：

8～9才／所㌧　Ⅱ：9～10タ／ガ，Ⅲ：11～12才／ガ．Ⅳ：

14～16ダ／ガと土壌肥沃度に対応し．年次間差も小さかっ

た。このように高肥沃度条件下では．土壌からの養分供給，

稲体の窒素吸収が旺盛で収量も多いが，土壌肥沃度Ⅳでは

出穂期の遅れが大きく．56年の遅延型冷害年には登熟歩合が

著・しく低下し，玄米の外観品質も育未熟粒が多く，劣った。

（3）栽植密度，施肥法の検討

栽植密度の検討は56年に行った。標準密度区（25．6株／

材）に比べ，疎植区（22．2株／材）は同一施肥法円で比較す

れば．茎数が少なく推移した。また．茎数増加速度は生育

初期には標準密度区で大きく，分げっ後期に疎植区が上回

った。このことは節位別分げっ発生でみると，低節位の分

げっ発生は同肥沃度間で見る限り．栽植密度による差はな

いが仁疎植区で高節位の分げっ発生，有効化が標準密度区

に明らかに優った。しかし．高節位からの分げっ発生は遅

く，早期有効茎確保という観点から問題がある。

施肥法は基肥，分げっ期追肥の組合せをかえ，56，57年

の両年に検討した。図2，3に示すように，収量は土壌肥

沃度による差が大きいが．両年次とも，窒素基肥1．0辱／8，

l u　　　11】　　　ll

肥沃度

茨N施肥法
1．0：基肥1．0＋0．2（－60日）＋0．2（－25日）
0．5：基肥0．5＋0．3（－60日）＋0．4ト30日）

図2　施肥法，栽植密度と収量（56年）
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図3　施肥法と収量（57年）

分げっ期（－60日），幼形期（－25日）に各0．2辱／8追肥

区で安定した収量を得た。

4　要　　　　　約

（1）5葉苗は中苗に比較し．低温下での活着力，初期生

育が優り．分げっ発生も中苗に比べ安定しており，収量も

高かった。特に，56年の遅延型冷害年次に大きな差となっ

て現われた。

（2）また．5彙苗で安定的に多収を得るためには，有様物

土壌改良資材の投入による土壌基盤の改善が有効であった。

（3）施肥法．栽植密度の組合せでは，窒素基肥1．0匂／8，

－60日，－25日に各0．2匂／8追肥，栽植密度25．6株／ガで

安定的な収星を得た。




